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はじめに 

 

 東京消防庁管内における火災による死者の約９割は住宅で発生し、

そのうち約７割は高齢者が占めています。また、今後、高齢化率の更

なる上昇が予想されていることから、高齢者を中心に住宅火災によ

る死者の増加が危惧されています。 

 東京都では、「３つのシティ（セーフ シティ、ダイバーシティ、ス

マート シティ）」の実現に向け、「『未来の東京』戦略ビジョン」を策

定し、その中で、「犯罪、事故、火災への対処、病気への備えなど、

暮らしの安心が守られた東京」を２０４０年代に目指すビジョンと

し、その実現のために２０３０年に向けて取り組むべき戦略として

「安全・安心なまちづくり」を示しています。 

 東京都の掲げる「スマート シティ」を目指す上で、将来の住宅に

ついて想像し、住宅の防火安全性を現在以上に向上させるための方

策を確立することが必要となってきます。 

このような状況を踏まえ、令和元年７月、東京都知事から火災予防

審議会に対し「スマート シティにおける超高齢社会の防火安全対策

の在り方」について諮問がなされ、令和３年３月に答申をいただきま

した。答申では、今まで実施していた住宅防火対策の継続的な実施と

スマート シティに向けた新たな方策について、それぞれ具体的な提

言がなされています。 

東京消防庁といたしましては、本答申内容を今後の住宅防火対策

に反映させ、積極的な予防行政を推進して参りたいと考えておりま

す。 

結びに、新型コロナウィルスの世界的な蔓延というこれまで経験

したことのない社会情勢の中、本答申のためにご尽力いただきまし

た火災予防審議会の中林会長、長谷見副会長、人命安全対策部会の野

口部会長をはじめ、各委員の皆様に深く感謝申し上げます。 

 

 令和３年３月 

 

東京消防庁 

消防総監 安藤 俊雄 



まえがき  

 

 本内容は、令和元年７月１日、東京都知事から「スマート  シティ

における超高齢社会の防火安全対策の在り方」について諮問を受け、

２年間の審議・検討を経てまとめたものです。  

 東京都の長期戦略である「『未来の東京』戦略ビジョン」では、「超

超高齢社会」を迎える東京において、様々な課題に、適切に対処して

いく必要性が求められています。  

 そこで、人命安全対策部会では、火災調査結果の分析を実施し、住

宅火災における危険要因を検討し、ハード面及びソフト面の課題を

抽出しました。  

 そして、個人の情報リテラシーの違いや経済的な理由等様々な事

情により新しい住宅防火対策が導入できない人に配慮しつつ、新し

い技術を活用し解決する方策について検討を重ねてきました。  

 今回の諮問テーマである住宅防火は、定量化が困難な危険要因の

影響が大きく、議論の終結を示すことが困難な課題があったことも

事実です。  

 しかし、本答申は、今後、高齢化率の更なる上昇が予想され、高齢

者を中心に住宅火災による死者の増加が危惧される中、新しい技術

を導入した効果的な防火安全対策について検討を行ったものであり、

住宅防火に携わる関係者の皆様に広く活用されることを期待してお

ります。  

 おわりに、コロナ渦における Web 会議での審議や新しい生活様式

への変化が余儀なくされる中、本答申の作成にあたり、ご協力いただ

きました当部会委員及び東京消防庁をはじめ関係各位に、心から感

謝申し上げます。  

 

 

令和３年３月  

 

火災予防審議会  人命安全対策部会  

部会長  野口  貴文  
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